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戸婁案憲二盲扇悪玉鰯駕鴛鷲鷲棚皇恵了二患
価できるのは、『有機質資源再生センター（堆肥化センター)」を2年後に廃止を決断したことです。稼働

すればするほど赤字が増え、悪臭がひどくなった施設です。

市民から「分別が大変で、ゴミ袋の値段が高い、負担を軽くして」との要望のゴミ処理有料化について

は残念ながら見直しが行われません。

毎年実施している「環境フェアjについて今年は開催が冬の時期になりました。今後は環境啓発の事業

として位置づけ、優先して会場を確保し開催すべきです。

平成25年度に予算化された事業は、大気汚染防止費(PM2.5測定器を1台購入し常時監視調査)、

リサイクルセンター費、地球温暖化対策関係費（エネファーム設置補助事業)、自然環境実態調査の実施、

公害防止費、緑地保全（里地。里山保全など）があります。

また放射能汚染対策では学校給食の食材分析調査を1日一品目と、一週間分丸ごとの検査実施、公園、

学校などの公共施設の空間線量測定を継続します。保護者から要望されている校庭の土などの土壌汚染調

査と表土のはぎ取りについては実施の予定はありません。

新たに、生ゴミのバイオマス化施設調査費が盛り込まれました。バイオマス化について検証するために

今年度2ケ所の自治会でバイオマス化品目を分別・収集する試行実施を6月から行う予定ですが、すでに

市民は生ゴミについて、コンポストやぼかし、電動生ゴミ処

理機などでゴミを減らし活用するとりくみを行っています。

燃やすゴミをいかに減らすかは市民に情報を十分に提供し、

共有して市民といっしょにゴミ減量にとりくむことが大切で

す。一方的な行政施策の押しつけで負担が増え、多大な税金

の投入になっては、市民の理解も協力も得られません。

片瀬漁港周辺の生態系の調査など課題も残されています。

藤沢市の環境施策は市民と共同で進め、市民の健康、安全

な暮らし、豊かな自然を守る立場で進めることが求められて

います。藤沢エコネットはこれからも多くの市民や団体の皆

さんと様々な問題や課題に取り組み、情報発信を続け、市に

も提案を続けていきたいと思います。(N・K)
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